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第３０回岐阜大学フォーラム「地震列島の宿命」 

 

岐阜大学では，大学を活性化するため，優れた学問を発展させてきた一流

の研究者による講演会を定期的に開催しています。３０回目の今回は，地震

をテーマに下記のとおり開催いたします。   

取材方よろしくお願いいたします。  

 

記  

 

日 時  平成２３年６月１日（水）１６時００分～１７時１５分  

 会 場  岐阜大学講堂  

 講 師  ＮＰＯ法人防災情報機構会長・元ＮＨＫ解説委員  

      伊藤 和明 氏  

 講演概要 

海溝型の超巨大地震であった「東北地方太平洋沖地震」は，３つの巨大地震が北から

南へと連動して発生したもので，海底の断層破壊は，南北 500km，東西 200km にも及

んだ。一方，南海トラフでは，東海・東南海・南海の震源域が，ほぼ同時に活動して起

きる３連動地震の発生が，次第に現実味を帯びつつある。そのときは，海底の断層破壊

が 500km 以上に及び，甚大な震害・津波災害がもたらされることは疑いない。 

  地震列島に居を定めている以上，私たちは地震と共生して住みつづけねばならないと

いう宿命を背負わされている。この国土で，人びとの居住する環境は，きわめて多様で

ある。過密都市の一角に住む人もあれば，深い山あいに住む人もいる。人それぞれ，ど

のような環境に住みついているかによって，地震のさい，どのような災害に遭いやすい

かが異なるのは当然である。そうしたいわば「災害環境」を，地区ごとに把握しておく

ことが，災害を軽減するための第一歩なのではないだろうか。 

 

【本件に関する問い合わせ】  

岐阜大学総務部総務課 TEL：０５８－２９３－２００８  


